
平成２８年度　東海学生大会の変更点
　前回の部長監督会議、主将主務会議でいただいた意見を参考に一部変更
　いたしましたのもでご報告したします。

１、リーグ順位決定方法について
　　部長監督会議でご指摘をいただいた「勝ち点が同じ場合の順位決定方法」について
　　今年度よりラウンドロビン方式を採用することで変更させていただきます。

　　・従来の順位決定方法
　　　勝ち点が同じ　→　勝ちポイント（勝ち勝利試合数）
　　　勝ちポイント　→　直接対決

　　・ラウンドロビン方式
　　　２校が並んだ場合　直接対決
　　　３校が並んだ場合　総勝利試合数　→　取得セット率　→　取得ゲーム率
　　　
　　　取得セット率 (%)＝取得したセット合計数÷全試合のセット合計数
　　　取得ゲーム率 (%)＝取得したゲーム合計数÷全試合のゲーム合計数

　　変更した理由
　　・他地方や一般のリーグ戦でよく使用されているため。
　　・ルールブックに掲載されているものを使用したいため。

２、浪人生の評価基準について
　　新入生の評価基準において、新入生は高校時代の成績を考慮してシードを付ける
　　場合がありますが、浪人生に関しては一切成績を評価しないものとします。
　　浪人生は高校時代に成績を残していたとしても、浪人時代のブランクを考えると
　　必ずしも成績を残した当時の実力を発揮できるとは限らないためです。
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３、ミニリーグについて
　　今年度で２回目になる東海学生ミニリーグのコンセプトは「リーグにでれない選手や
　　個人戦で早々に負けてしまう選手などに試合経験を積んでもらう。その中で他大学と
　　交流することにより今後の大学テニスの発展をめざす」です。
　　このコンセプトにとおりに大会を行うにあたりチーム名に関する制限と対戦方法に
　　変更を行います。
　　　
　　・チーム名
　　　文字制限を８文字としより簡略にチームを表したものにすること。
　　　あまりにも奇抜な名前や一般的に適当でないもの、東海学生テニス連盟が不適切と
　　　認めたものに関しては変更してもらう。

　　・対戦方法
　　　大学をまたいでチームを作ることを認めるが、男女で同じチームを組むことは禁止
　　　します。理由としては、実際の東海学生の個人戦で男女が対戦することはなく、
　　　実践的ではないと判断したためです。

４、室内ボーラーについて
　　前回の主将主務会議から変更いたします。
　　前年度の室内では室内を１年間の集大成といえる大会にするため、ボールを４球まわし
　　にいていたが、体育館ではボールがあまり傷まないため４球まわしにするとボールが
　　もったいないという意見もあり、今年度からは２球まわしとすることにします。
　　それに伴い、室内でのボーラーは廃止することとします。


